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過去を象徴する背面の「黒い太陽」の３つの顔を持っている。
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ている。なお、現在は予約制となっている。
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明けましておめでとうございます。
皆様方には、お健やかに新年をお迎えになられたことと、お慶び申し上げます。

まず、はじめに、いまだ世界中で猛威を振るっております新型コロナウイルス感染症でお亡
くなりになった方々にお悔やみ申し上げますとともに、罹患された皆さまに心よりお見舞い申
し上げます。

そのような中、新たな変異株が確認されるなど、収束の見通しの立たない状況を踏まえ、昨
年12月には、政府における感染防止対策を主とした歳出総額約36兆円もの過去最大の補正予算
が臨時国会で成立し、国民生活の安全・安心の確保が大いに期待されるところです。

こうした中で、建設業界におきましても感染防止対策を行い「働き方改革」を推進するには、
長時間労働改善に向けた生産性の向上が不可欠です。
ICTの活用、施工の省力化技術の普及とともに、設計や施工精度の向上が期待できる BIM
の普及拡大への取り組は必須であります。
さらに、現場において業務量の多い工事中や完成時の書類等について、電子データでの作成
や提出等、一層の効率化・合理化が図られるよう、公共・民間の発注者に対して、関係団体と
共に働きかけていく必要があります。

一方、昨年11月には、英国でＣＯＰ26（国連気候変動枠組条約第26回締結国会議）が開催され、
最終日には「グラスゴー気候合意」が採択され、「二酸化炭素等温室効果ガスの排出量実質ゼロ」
（カーボンニュートラル（ＣＮ））に向けて、動き出したところです。

空調衛生工事業界としましても、「脱炭素社会」の実現に向け、省エネ・省ＣＯ2の最先端技
術を駆使した「ＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）」の普及促進等、先導的役割を担い、
業界としてのプレゼンスを更に高めていく必要があります。

そのためにも、当協会は、空調衛生工事業が魅力ある産業であることをこれからも発信して
まいります。

最後になりましたが、協会活動の活性化と業界の更なる発展のために、会員・賛助会員皆様
のご支援、ご協力をお願い申し上げますと共に、各社の繁栄と皆様にとってすばらしい一年に
なることを祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。

会　長 池　田　隆　之
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新年を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げま
す。
新型コロナウイルスの感染者が府内で初めて確
認されてから間もなく２年となります。当初は未
知のウイルスへの対応に苦慮しましたが、府民の
いのちとくらしを守ることを最優先に、府民・事
業者の皆様の多大なご協力をいただきながら、全
力で感染防止対策に取り組んできました。
ただ、新たな変異株であるオミクロン株が確認
されており、感染拡大のリスクは常にあります。
引き続き、緊張感を持ってコロナ対策にしっかり
と取り組むとともに、府民の皆様には、基本的な
感染防止対策の徹底にご理解・ご協力をお願いし
ます。2022年は大阪・関西万博をインパクトに、
大阪経済を回復させ、再び成長軌道に乗せていく
一年としていきます。

コロナ対策を着実に進めながら、大阪経済をV
字回復させ、さらなる高みへと導くことで、「世
界の中で躍動し、成長し続ける大阪」の実現をめ
ざします。
2025年大阪・関西万博はポストコロナの新たな
未来を切り拓くシンボルです。開催まで３年余り
となった万博の成功に取り組むとともに、世界の
課題解決に貢献する SDGs 先進都市をめざします。

大阪の成長・発展には、その基盤となる都市イ
ンフラとまちづくりが不可欠です。関西国際空港
の機能強化や、淀川左岸線延伸部及びなにわ筋線
をはじめとする道路・鉄道ネットワークの整備を
進めます。また、うめきた２期、大阪城東部地区、
新大阪駅周辺地域といった都心エリアをはじめと
する府内の拠点形成を進めるとともに、2050年に
向けた大阪全体のまちづくりの方向性を示す新し
いグランドデザインを策定していきます。

こうした施策を推進していくためには、建設業
に従事する人材の確保と皆様が安心して働くこと
ができる環境づくりが重要です。貴協会におかれ
ましては、熟練技能工の育成を図るとともに、優
れた技能労働者の確保と社会的地位の向上のため
にご努力を重ねておられます。今後とも、大阪の
建設業、大阪・関西経済のけん引役としてご活躍
いただきますようお願い申し上げます。

結びに、一般社団法人大阪空気調和衛生工業協
会の今後ますますのご発展と、本年が皆様にとっ
て実りある素晴らしい年となりますようお祈りい
たします。

大阪府知事

吉　村　洋　文
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新年明けましておめでとうございます。
一般社団法人大阪空気調和衛生工業協会並びに
会員の皆様には、清々しく新年をお迎えのことと
お慶び申し上げます。また、日頃より官庁営繕事
業の推進にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し
上げます。
建築物は災害に対する安心・安全を与えると同
時に、日常の快適性の確保等が重要となります。
皆様が営まれる空調衛生工事は、建築物の快適性
の確保等に重要な役割を担っています。
貴協会は、長年にわたり建築物の省エネルギー
化を推進され、業界の中でも重要な立場を担って
おられます。昨年10月には、「温室効果ガスの排
出の削減等のため実行するべき措置について定め
る計画」の閣議決定が公表されました。近畿地方
整備局では、「2050年カーボンニュートラルを見
据えた取組」として、地域性を考慮した、環境保
全性・安全性・経済性等について、総合的に検討
された施設の整備を行っていくこととしており、
老朽化対策や長寿命化対策に併せ、建築物の省エ
ネルギー化を強力に推進していく必要があると考
えておりますので、引き続きのご支援をよろしく
お願いいたします。
近年の災害は、年々激甚化の一途を辿っていま
す。これらの危機にスピード感をもって備えると
ともに、二次的・副次的な災害にも耐えうる強靱
なインフラが求められています。このため国土交
通省では、令和３年度から令和７年度の５カ年計
画である「防災・減災、国土強靱化の取組」の実
施を行うための取組を重点化して対応しておりま
す。

また、新型コロナウイルスの感染拡大による海
外ロックダウン等により、機器の納期にも影響が
出ていることから、工期の延長も余儀なくされて
いる現状とお聞きしております。近畿地方整備局
としましても、その対応として、皆様からの情報
を頂き、適切に工期の延長等、１件１件丁寧に対
策を講じてまいりますので、どうぞよろしくお願
いします。
また、現在建築分野を取り巻く環境は、非常に
厳しい状況にあり、少子高齢化などによる担い手
不足や、若手育成の問題などが課題として指摘さ
れております。近畿地方整備局としましても、こ
の課題の解決に向けて、「働き方改革」を一層進め、
労働環境を改善し、やりがいと達成感のある「建
設業界」となるよう努めていきたいと考えており
ます。
さて、2025年の大阪・関西万博の開催は、近畿
において、明るい話題となっております。コロナ
禍の逼迫した状況のなか、今回の万博が近畿地方
の元気を取り戻す契機となるよう、微力ではあり
ますが、我々の出来ることを全力で取り組んでお
りますので、ご指導の程、よろしくお願いします。
最後に、空調衛生工事の重要な担い手である皆
様のこれまでのご尽力・ご活躍に敬意を表します
とともに、今後とも業界がより一層発展されるこ
とを期待し、また、貴協会並びに会員の皆様にとっ
て本年が更なる飛躍の年となることを祈念いたし
まして、新年の挨拶とさせていただきます。

国土交通省　近畿地方整備局

営繕部長 村　上　幸　司
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令和３年度　第59回技能五輪全国大会　（東京都江東区有明　東京ビックサイト）

大阪府立布施工科高等学校

９年連続大阪府選手団に 配管職種で出場！

１．はじめに
日頃よりお世話になっております。今回もご報
告の機会をいただき、改めてお礼申し上げます。
大阪府五輪大会予選を通過した本校生２名が、
第59回技能五輪全国大会大阪府代表として競技し
てまいりました。

２．全国大会に参加して
12月16日（木）に
東京都に入りまし
た。コロナ感染防
止対策により東京
ビックサイトへの
下見はできません
でした。
翌日の17日（金）
には、朝７時20分
頃に東京ビックサ
イトに到着し、会

場西４ホールにて工具類の場所や会場の雰囲気な
どを確認しました。８時30分より競技説明や競技
場所の抽選、材料の確認、工具の展開などを行い
ました。その後、開会式はコロナ感染対策により
WEB配信での開催だったので、午後からは大会
本番に向けてのミーティングを行いました。
大会本番の18日（土）７時20分頃に会場に到着
し、８時より受付開始、８時10分より競技課題の
配布、支給材料の確認、競技準備が行われ、８時
30分より競技が開始された。当日の課題は、事前
公表されている課題から洗面や銅管曲げ部などの
配置変更されていました。前日のミーティングよ
り変更点の予想と寸法の変化などは想定内でし
た。開始１時間30分で墨出しや立てバンドの設置
が概ね完了し、洗面の取り付けや銅管ロウ付け作
業へと取り掛かりました。まわりの選手との差は
なく作業が進み、休憩後の１時間15分では、銅管

下部、鋼管、洗面器の一部を終わらせました。昼
食後には塩ビ管と山場の銅管曲げ20Ａ、15Ａを行
い順調な仕上がりでした。標準時間まで残り３時
間では銅管の曲げ部と銅管継手やバルブとの接合
や鋼管部分との接合、混合水栓、排水管、水圧試
験を残しており、練習では標準時間内に終わるこ
とができていましたが、このあたりからまわりと
の差がではじめました。作業の手際、工具や材料
の配置、少しのトラブルへの対応など一つ一つの
積み重ねの結果、後半に大きな時間ロスとなって
しまいました。
今年は、課題変更で隔板２枚が設置されており、
配管職種参加選手44名中で標準時間内に完成させ
たのは10名程度、未完成も10名程度おり、近年で
は珍しく多くの選手が苦戦を強いられました。本
校生徒の陽（みなみ）君は標準時間の10分遅れで完
成し、山岸君は、打ち切り時間まで諦めず競技を
続けましたが、あと５分ほど時間が足らず未完成
となってしまいました。
高校での技能五輪９年連続出場は、最多記録の
更新継続となりました。貴協会には、生徒が練習
する材料費の支援を賜り誠に感謝しております。
ありがとうございました。来年は、幕張メッセに
て11月４日から11月７日までの予定となっており
ます。

陽君と山岸君

配管作業中の陽君と山岸君
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令和３年度安全衛生大会を昨年10月６日に大阪

市西区の建設交流館８階グリーンホールで開催し、

優良工事現場を表彰するとともに、安全衛生・労

働衛生を誓い合いました。

今回の大会は、昨年に引き続き、コロナ禍での

開催となるので、表彰式のみの短時間とするとと

もに、出席者を定員の３分の一の約80名に限定。

最初に、業界でこの１年間で不幸にも事故など

で亡くなられた方々に対して黙祷をささげてご冥

福を祈りました。

大会で冒頭挨拶に立った池田隆之会長は「昨年

の建設業における死亡者については、前年度比

96％と減少しているが、労働災害の内容としては、

「墜落・転落」が最も多い。

このため、墜落・転落災害に対して、『フルハー

ネス型墜落制止用器具』の適切な使用の徹底に努

めているところ。国は、『高年齢労働者の安全と

健康確保のためのガイドライン』を踏まえ、高齢

の労働者をはじめ、すべての世代が安全で健康に

働ける快適な職場環境の実現を目指すこととして

いる。」と述べました。

さらに、「『働き方改革』を推進し、労働災害を

防止するためには、作業中の災害・事故の可能性

を精査することにより適切なリスク低減対策を実

施するといったリスクアセスメントにより、労働者の

安全確保や、職場環境の改善を図り、労働災害ゼ

ロを目指していく必要がある」と呼びかけました。

続いて、大阪中央労働基準監督署の安全衛生課

長・髙田隆寿様から来賓挨拶をいただきました。

髙田様は、「労働災害の内容としては、「墜落・転

落」が最も多いので、命を守るためにも『フル

ハーネス型墜落制止用器具』の使用を徹底してほ

令和３年度

安 全 衛 生 大 会 を 開 催

挨拶する池田会長 来賓挨拶　大阪中央労働基準監督署
安全衛生課長　髙田　隆寿 様
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表彰会社名（18社）

しい。」と呼びかけるとともに、「本日の大会を契

機に、一丸となって将来を見据えた持続可能な安

全管理を継続していくことを決意し、働く方が安

全で安心して働ける職場の実現を目指して取組ん

で頂きたい。」と祝辞を述べられました。

このあと、安全衛生優良工事現場の表彰式に移

り、優良事業所18社を表彰しました、受賞者代表

が、池田会長から表彰状を受け取り、同代表が『安

全の誓い』を力強く読み上げました。

引き続き、参加者全員で労働安全スローガン『持

続可能な安全管理　未来へつなぐ安全職場』と労

働衛生スローガン『向き合おう！　こころとから

だの　健康管理』を唱和して作業の安全を誓い、

大会を終了しました。

浦安工業株式会社大阪支店 鳳 工 業 株 式 会 社 川崎設備工業株式会社西部支社
敷 島 煖 房 工 業 株 式 会 社 新日本空調株式会社大阪支店 新菱冷熱工業株式会社大阪支社
株 式 会 社 精 研 ダ イ ク ウ 株 式 会 社 大 晃 設 備 株 式 会 社
株 式 会 社 日 設 関 西 支 店 有 限 会 社 原 設 備 株 式 会 社 不 二 設 備 工 業 所
不 二 熱 学 工 業 株 式 会 社 株 式 会 社 前 田 商 会 株 式 会 社 マ サ キ 設 備
美 和 設 備 工 業 株 式 会 社 柳 生 設 備 株 式 会 社 若 林 設 備 工 業 株 式 会 社

受賞者代表による「安全の誓い」

会長より工事表彰

全員でスローガンを唱和し安全衛生を誓う 閉会の辞を述べる若林労務委員長
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（一社）日本空調衛生工事業協会近畿支部は、昨年12月１日、シティプラザ大阪で国土交通省近畿地方

整備局営繕部との懇談会を開催し、施工 BIMの営繕工事への運用状況、営繕工事における諸手続きの電

子化への取組み、建設キャリアアップシステム（CCUS）の普及・活用に向けた取組などについて質疑応

答を行った。

今回の第17回懇談会には国交省から４人、近畿支部から14人が出席。施工 BIMの営繕工事への運用状

況についての質問に、国交省側から「令和３年度事業案件から施工段階への BIMデータ提供するための

検証を行う予定。」との取組みが示された。また、営繕工事における諸手続きの電子化への取組みについ

ては「提出書類について、原則電子に一本化するため本年10月に実施要領を改定し、業務の効率化を推進。」

との取り組みが示された。建設キャリアアップシステムの普及・活用に向けた取組については「発注者

指定による「受注者希望型CCUS 活用」を２件実施

しており、今後、導入を拡大予定。」との取り組み

が示された。さらに、監理技術者の配置要件の緩和

の取組状況については、「今後、関係機関と確認を

とり検討していく」との取組みが示された。その他、

近畿地方整備局から各種情報提供があり、意見交換

した。

（一社）大阪空気調和衛生工業協会は、昨年11月24日にシティプラザ大阪で大阪府建築部公共建築室設

備課との懇談会を開催し、特例監理技術者の取扱い、複数施設の改修工事の一括発注への取組み、大阪府

における余裕期間制度の検討状況、改修工事の図面精度を上げるための対策等について質疑応答を行った。

懇談会には大阪府から５人、大空衛から９人が出席。特例監理技術者の取扱いについて大阪府からは「本

年３月に取扱いを定め、運用中。今のところ、事例はない。」との回答を得た。複数施設の改修工事の一

括発注への取組みについては「令和３年度は２件を１件にまとめて発注したが、今後も案件を必要に応じ

まとめて発注する予定。」との回答があった。大阪府における「余裕期間制度」の検討状況については「メリッ

ト、デメリットがあるので、その点を踏まえ検討し

たい。」との回答があった。さらに、改修工事の図

面精度を上げるための対策については、「設計変更

も協議可能と考えているが、まずは、精度の高い図

面づくりに努めていく。」との回答があった。この

ほか、大阪府から質問の設備機器の納入状況や工事

受注状況等について、意見・情報交換した。

国土交通省近畿地方整備局営繕部

大阪府建築部公共建築室設備課
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令和３年11月16日に大阪市北区のハービスＥＮ

Ｔオフィスタワー９階会議室で賛助会員による新

技術・新商品説明会を開催しました。

説明会には賛助会員から新技術・新商品紹介と

して５社が参加。今回は、昨年に引き続き、コロ

ナ禍の中、密を避けるため定員の５割以下に出席

者を限定したことで、会員・賛助会員合わせて36

名が出席。冒頭、当協会の森田経営委員長から、「今

回の催しは、５回目で、コロナ禍にもかかわらず、

５社も参加して頂き、御礼申し上げる。

説明会を継続させるためにも、積極的に応募し

ていただきたい」と要望しました。

説明会は、別表のプログラムにより、前半の部

では、３社から説明の後、小憩。後半の部では、

２社から説明がありました。

閉会にあたり、辻経営副委員長から御礼の挨拶

がありました。

令和３年度賛助会員「新技術・新商品説明会」開催

新技術・新商品説明会のもよう（円内は挨拶する森田経営委員長）

司会進行の鈴木経営委員 閉会の辞の辻経営副委員長
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【説明会プログラム】

No 会　社　名 新 技 術 ・新 商 品 （ 概 要 ）

１ ス パ イ ダ ー
プ ラ ス ㈱

●【SPIDERPLUS】（スパイダープラス）
・図面や写真を iPad で一元管理できる施工管理アプリです。
・ 図面と写真を紐づけて管理できる為、スリーブ検査や区画貫通処理等の各種
検査にご利用頂けます。
・対応CAD
　 TIFF，Tfas，CADEWA，AUTO-CAD，Jw-CAD，Rebro，Revit，
FILDER
・ 撮影した写真はExcel 帳の写真帳にワンクリックで出力できる為、報告書の
作成時間の削減にも活用頂けます。
・ 風量測定器、水圧試験器、温湿度計、勾配測定器等の機器と連携する事で各
種検査帳票作成の効率化も可能です。

２ 山 内 商 事 ㈱ ●『天井用あと施工アンカー　SC‒6』
弊社は、HILTI の代理店として、当該新製品を紹介します。
天井用あと施工アンカーの新製品です。
従来のアンカーより下穴が小さく施工性に優れています。
省力化及び作業者の負担軽減につながります

３ リ ン ナ イ ㈱ ●『ろ過システム・昇温用熱源器』
①熱源器の特徴
　・ 省エネ性　　・耐久性　　・省スペース性
②カセットフィルタ―ろ過装置（㈱ショウエイ製）
　・ ろ過性能　　・省コスト（圧倒的ランコス性）
　・ 省スペース　・軽重量　　・見える化システム

４ 因幡電機産業㈱ ●『各種新製品（①及び②）』
①振れ軽減機能付き防振吊り金具　BGK
　　※振止金具との組合せで振れ止めと防振を可能とした製品
②耐火テープ冷蔵冷凍タイプ　IRTZ
　　※冷蔵冷凍配管に対応した防火区画貫通措置工法部材

５ T O T O ㈱ ●テーマ：『パブリックレストルーム設備管理サポートシステム』
・  TOTOでは、業界として初めてパブリックトイレ空間に IoTを活用した「パ
ブリックレストルーム設備管理サポートシステム」を発売。利用者様向け
の「空き状況表示サービス」と施設管理者様向けの「設備管理サポートシ
ステム」を提供します。

・ 「空き状況表示サービス」では、スマートフォン等を利用しブースの空き状
況やトイレの混雑状況等を確認できます。
・ 「設備管理サポートシステム」は、器具とインターネットをつなぎ、ウォシ
ュレットの温度変更など器具の設定を遠隔で一括して操作できるほか、リア
ルタイムでの不具合に対するアラートや利用データの蓄積により、効率的な
維持管理サポートを実現します。
・  TOTOで IoT を活用したパブリックトイレ空間を提案し、日本のきれいな
トイレづくりに貢献します。
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大阪管工機材商業協同組合（理事長岡崎信一氏）

主催の「第20回管工機材・設備総合展 OSAKA

2021」が12月２～４日の３日間、大阪・南港のイ

ンテックス大阪で開催され、当協会も協賛団体と

して参画しました。

同展は、関西地区管材業界の一大イベントとし

て、隔年開催されているものです。

今回は、158の企業・団体が、308小間に最新製

品・技術を出展し、コロナ禍にもかかわらず、多

くの来場者で賑わいました。

今回は、テーマに「新時代の流体テクノロジー」

を掲げ、各ブースでは、生産現場での省エネ、リ

サイクル、環境負荷軽減に貢献する環境関連機器

をはじめ、洪水などの土砂災害の復旧に貢献する

設備機器が幅広く紹介され、社会インフラの構築

と快適環境の実現に大きな役割を果たす管材・設

備機器が来場者に広くアピールしました。

第20回管工機材・設備総合展が開催

スパイダープラス㈱による説明 山内商事㈱による説明

ＴＯＴＯ㈱による説明リンナイ㈱による説明 因幡電機産業㈱による説明

テープカット　二列目右から３人目　城口副会長
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当協会と関西配管工事業協同組合、近畿ダクト

工事業協同組合、近畿保温保冷工業協会で構成す

る第35回４団体協議会が下記により開かれ、「特

定技能外国人の受入れ」「建設キャリアアップシ

ステム」等について、意見・情報を交換しました。

・日　　時　令和３年７月26日

・会　　場　新トヤマビル３階貸会議室

・出席人数　12名

初めに、事務局から、重層下請構造改革につい

て、説明の後、意見が交わされました。この中で

は、「当社としては、３次下請け以下が発生する

ので、職人を全員契約社員にできるかどうか。で

きない場合は、現場を断るしかない。

上場企業のサブコンが、建築の専門工事業者と

同じ１次下請けという構造が、そもそもおかしい。

当該ゼネコンの設備担当者の話では、一気に対応

するのは難しいと考えており、先ずは、４次をな

くしていきたいとのことであった。

本構造改革の目的は、重層下請構造を見直し、

職人の処遇改善や安全管理の徹底等を図ることと

考えるので、サブコンは、適正な下請構造を構築

してほしい。」等の声が出されました。

次に、事務局から、特定技能外国人の受入れの

取組みについて、説明の後、意見が交わされまし

た。この中では、「「技術・人文知識・国際業務」

の在留資格者がいるが、ゼネコンが現場入場を許

可しているところがある。当該在留資格者は、本

来は、建設現場では働けないこととなっているの

で、入場できないはずである。

この在留資格で現場へ入場できるなら、特定技

能外国人そもそもの仕組みが必要なのか疑問。特

定技能外国人を直接雇用している会社では、日本

人を雇うよりも費用がかかると聞いている。当社

としては、「技術・人文知識・国際業務」の在留

資格者を採用している。高度な技術者人材として

活躍してくれている。海外の現地に技術者育成学

校をつくるなどの動きも聞いている。」等の声が

出されました。

次に、事務局から、建設キャリアアップシステ

ム（CCUS）について、説明の後、意見が交わさ

れました。この中では、「レベル判定をする人数

が少なすぎて、赤字が増加し、６月末を持ってレ

ベル判定システムの稼働が停止された。レベル判

定システムと CCUS が別々のシステムで２重業

第35回／第36回　４団体協議会を開催

特定技能外国人の受入れ、
建設キャリアアップ等で意見・情報交換
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務になっていることが稼働停止の原因ではないか。

レベル判定システムが停止している当分の間、レ

ベル判定受付を依頼されている団体によっては、

人手がなく、受付業務が滞っているところもある

と聞いている。国交省としては、レベル判定シス

テムのCCUS へのワンストップ化に向けた検討・

準備を開始していくものと思われる。」等の声が

出されました。

その他、近畿ダクト工事業協同組合から、情報

提供がありました。

このほか、事務局から、令和３年度「優秀建設

施工者」大阪府知事表彰受賞式典について、受賞

候補者（今回はダクト工で２名程度）の推薦のお

願いを行いました。

また、第36回４団体協議会が下記により開かれ、

「建設キャリアアップシステム」、「建設業に従事

する女性の就労環境等」等について、意見・情報

を交換しました。

・日　　時　令和３年11月29日

・会　　場　新トヤマビル３階貸会議室

・出席人数　11名

初めに、事務局から、建設キャリアアップシス

テム（CCUS）について説明の後、意見が交わさ

れました。この中では、「CCUS における能力評

価に対する上乗せの対価は、別の基金で補填する

仕組みにする必要がある。国土交通省は、能力評

価に対する原資は、元請等に認めてもらうこと

で支払ってもらうべきとしており、基金として

は、検討していない。全ダ連としては、CCUS に

ついて議論が進んでいない。関東の元請を中心に

CCUS を関西でも進める動きはあるが、カードが

なければ現場に入れないということまではない。

ダクト業界の一番の問題は、材料の高騰。サブコ

ンの社内マイスター制度など、認定された技能者

に別途上乗せ単価を支給する方法があるので、そ

うあるべきと考える。」等の声が出されました。

次に、建設業に従事する女性の就労環境等につ

いて、事務局から説明の後、意見が交わされました。

この中では「女性を技能者として採用しても、

結婚、出産、育児と生活スタイルが変化する中で

長期的に活躍するのが困難な状況で、退職せざる

を得ないケースがある。また、退職した女性が、

再度現場に復帰するための環境整備ができていな

い。建物やものづくりに興味のある人材への情報

発信を業界として行うべき。SNS や若い人材を

使って、業界の情報を発信していく必要があるの

では。ある団体の高校生への調査では、実際に現

場で何をしているのか、何ができるようになるの

か等、仕事の具体的なイメージが知りたいという

要望が多いとのこと。３次元のロボット溶接機を

補助金で導入する等、若い人が興味を持つような

業務への投資を進めている。若い人達に、DXに

より生産性向上に取り組んでいる現場を実際に見

てもらう必要があるのでは。」等の声があがりま

した。

その他として、事務局から、令和３年度「優秀

建設施工者」大阪府知事表彰受賞式典について、

近畿ダクト工事業協同組合から推薦の受賞候補者

として、ダクト工２名（熟練部門：１名、青年部門：

１名）を大阪府へ推薦済みとの説明がありました。
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第48回野球大会は、晴れ渡る秋空の下、令和３年10月12日及び13日の２日間にわたり、セレッソスポー

ツパーク舞洲運動場で開催されました。13チームでの熱戦が繰り広げられた結果、昨年、惜しくも準優勝

となった三機工業㈱と４連覇を狙う㈱朝日工業社が対戦。８対４で三機工業が勝利を収め、５年ぶり２回

目の優勝を勝ち取りました。

開会式で挨拶に立った福原副会長は「昨年に続きコロナ禍だが、新型コロナウイルス感染には十分気を

つけながらベストプレーを期待している」と参加者らに呼びかけました。このほか、優勝旗・準優勝カッ

プの返還などがありました。始球式では福原副会長が力強い披露、熱戦の火ぶたが切られました。

両日とも、白熱した試合が展開され、好プレーのたびに拍手が沸き起こりました。13日の閉会式では、

福原副会長から優勝した三機工業㈱関西支社チームへ優勝旗と表彰状等が授与され、続いて準優勝、第３

位、第４位のチームへ表彰状・カップ等の授与が行われました。また、㈱日刊建設通信新聞社関西支社・

第48回野球大会

三機工業㈱が５年ぶり栄冠

最優秀選手賞　　三機工業㈱関西支社　　三井　将規選手
敢　 闘 　賞　　㈱朝日工業社大阪支社　小松　太基選手

優　勝　三機工業㈱関西支社 準優勝　㈱朝日工業社大阪支社

第３位　ダイダン㈱大阪本社 第４位　若林設備工業㈱

福原副会長挨拶 福原副会長による始球式

福原副会長（左）からトロフィーを受ける最優秀選手賞
三機工業㈱　三井　将規 選手

福原副会長（左）からトロフィーを受ける敢闘賞
　㈱朝日工業社　小松　太基 選手

－17－



齋木企画部長から優勝・準優勝チームへ盾が贈呈

されました。

閉会の辞で福原副会長は「コロナ禍の中でも野

球大会が実現できたのはひとえに関係者の皆さん

のおかげ。来年も当協会の重要な行事として引き

続き開催していきたい」とねぎらいの言葉を述べ

ました。

今大会も、審判及び青年部会の皆様による進行・

運営により円滑に進み、無事終了することができ

ました。関係各位に心から感謝申し上げます。

準優勝　㈱朝日工業社大阪支社チーム

第４位　若林設備工業㈱チーム

優勝　三機工業㈱関西支社チーム

第３位　ダイダン㈱大阪本社チーム
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三機工業㈱ ＶＳ ㈱朝日工業社
不二熱学工業株式会社　大東　一弘

第48回野球大会もいよいよ大詰め、13チームの

頂点を決める決勝戦が始まります。

勝ち上がってきたのは目下大会３連覇中の朝日

工業社と４連覇には待ったをかけたい三機工業。

投打ともにバランスの取れた２チームによる意地

と意地のぶつかり合いとなりました。先行は三機

工業、朝日工業社の先発は木原投手でプレイボー

ルです。試合は初回から動きます。１回表１死か

ら津野選手がフォアボールで出塁すると、河原林

選手にレフトオーバーのランニングHRが飛び出

し三機工業が２点を先制。１回裏は三機工業先発

の三井投手が０点に抑え１回が終了、２－０で２

回の攻防へと移ります。

２回表、先頭バッター石井選手がヒットで出塁

するとパスボールとフォアボールで無死１、２塁

のチャンス。佐竹選手の打席でパスボールとなり

２塁から一気に石井選手がホームイン。その後、

山元選手はサードゴロに打ち取られるも、ゴロの

間にさらに１点を追加し２回も２点を追加、４－

０と三機工業がリードを広げます。その裏、朝日

工業社は無死から中丸選手がエラーで出塁。盗塁

と相手エラーで２死２、３塁のチャンスを作るも

得点を奪う事はできず試合は中盤へとさしかかり

ます。

第48回野球大会組合せ表
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若林設備工業㈱ ＶＳ ダイダン㈱
㈱三冷社西日本支社　髙濱　吉裕

３位決定戦は、先攻若林設備工業で後攻は、ダ

イダンで試合が始まりました。

１回表　吉田選手のショートゴロでしたが、悪

送球で２塁に進む。その後、盗塁で３塁に進みま

したが、チャンスを生かせず先制点にならず無得

点。

１回裏　若林設備工業のエラー及びデッドボー

ルで１・２塁のチャンス。川端投手が打ち取った

と思ったショートゴロがファーストに悪送球で先

制の２点となる。その後も守備の乱れから満塁と

なり、８番バッター丸田選手が強烈なライナーで

レフトに打ち走者一掃のランニングHRで４点が

入り１回裏で６点とする。

２回表　若林設備工業は点が入らす、裏のダイ

ダン　灰塚選手がライト線に強烈なあたりでラン

ニングHR。１点追加。７－０でダイダンが攻める。

３回表　若林設備工業が反撃をする。兵頭選手

が、ライトにクリーンヒットを放つ。打順が上位

打線に繋ぎ、３番打者川端選手がセンターにヒッ

トを打ち、１点返し好走塁で２塁に進塁したが後

続を断たれる。１点止まりで７－１となる。

その後、両チーム共チャンスを生かせず、要所

を締め７回まで進み７－１でダイダンリードで進

む。最終回７回表　若林設備工業が反撃に出る。

１アウト１・２塁で代打攻勢を掛けるも得点なら

ず。７－１でダイダンの勝利となりました。

両チームの選手・チームの応援者のみなさん本

当にお疲れ様でした。

３回表、朝日工業社のピッチャーは木原投手か

ら小松投手へ交代。三機工業は先頭の河原林選手

がフォアボールを選び出塁すると、２死からデッ

ドボール、フォアボールが重なり満塁のチャンス

を作ります。その後押し出しも絡み、１回からの

勢いそのままに６－０とリードを更に広げます。

３回裏、４回表裏は三井投手と小松投手がそれぞ

れ相手打線を０点に抑え込み６－０のまま試合は

５回まで進みます。５回表は三機工業が２死１、

２塁と更なる追加点のチャンスを作りますが、小

松投手が追加点を与えず味方の反撃を待ちます。

５回裏、朝日工業社は２死から田村 ( 亘 ) 選手

が死球で出塁、木原選手がサード強襲ヒットを放

ち、盗塁も絡めて２死２、３塁でチャンス拡大。

このチャンスに小松選手がライトオーバーのス

リーランHRを放ち、朝日工業社が反撃開始。６

－３と３点差まで詰め寄り、終盤６、７回の攻防

へ。お互いの意地がぶつかり合います。

続く６回は両投手が相手の攻撃をそれぞれ三者

凡退に抑え、試合はいよいよ最終回へ。

７回表、三機工業の攻撃は代打の中村選手がレ

フト前ヒットで出塁、エラーとデッドボールが絡

み無死満塁のチャンス。ここで山元選手がレフト

へ２点タイムリーを放ち大きな２点を追加、西山

選手が送りバントを決めて１死２、３塁と攻撃を

続けますが、ここは小松投手が更なる追加点は与

えず、８－３で試合は７回裏へ。

三機工業はここまで１人で投げ抜いてきた三井

投手が７回裏もマウンドへ上がります。アウト２

つを簡単にとり、いよいよあと１人となりますが、

朝日工業社も最後の意地を見せます。２死から木

原選手が強烈なレフト前ヒットで出塁、小松選手

もヒットで２死１、３塁のチャンスを作り、この

チャンスに中丸選手がレフト前タイムリーを放ち

８－４と１点を返して４点差まで詰め寄りますが、

三井投手が後続を打ち取り見事な完投勝利。８－

４で三機工業が勝利を収めました。両チームとも

最後の最後まで全力プレーで見ごたえのあるナイ

スゲームでした。選手の皆さん、本当にお疲れ様

でした。
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当協会恒例のボウリング大会は令和３年11月24日（水）に心斎橋サンボウルで開催しました。今回は20

チームでの戦い（２ゲーム）となり、団体戦（チームは１社３名男女不問で結成、女子は１ゲームにつき

30点加算）は日比谷総合設備㈱関西支店が見事優勝しました。個人戦（女子ボーナス点加算）では、川口

拓郎様（三建設備工業㈱大阪支店）が優勝しました。

試合結果

◇団体戦

優　勝　日比谷総合設備㈱関西支店

準優勝　㈱朝日工業社大阪支社

第３位　若林設備工業㈱

◇個人戦（敬称略）

優　勝　川口拓郎（三建設備工業㈱大阪支店）

準優勝　田渕　愛（㈱朝日工業社大阪支社）

第３位　田中芳雄（東洋熱工業㈱大阪支店）

◇ハイゲーム賞（敬称略）

男　性　川口拓郎（三建設備工業㈱大阪支店）

女　性　田渕　愛（㈱朝日工業社大阪支社）

令和３年度ボウリング大会

団体戦 日比谷総合設備㈱関西支店チーム優勝

準優勝・㈱朝日工業社大阪支社チーム

第３位・若林設備工業㈱チーム

優勝・日比谷総合設備㈱関西支店チーム

前田総務委員長挨拶
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令和元年度に青年部会主催で当協会の会員企業

所属の女性を対象に研修会・懇親会を実施したと

ころ、アンケートの回答で、設備業界で活躍する

女性を対象とした交流・研修の会をつくってほし

いとの声があがりました。

それを踏まえ、青年部会を中心に企画立案し、

設備女子の会（仮称）の設立に向けて、取り組み

を進め、令和３年７月14日午後３時半から、新ト

ヤマビル３階会議室において、発足の会が行われ

ました。

会は、まず始めに青年部会の代表が、協会及び

青年部会について説明の後、本日に至るまでの経

過を述べました。次に、本日の出席者による自己

紹介が行われました。

青年部会の代表が退出後、設備女性の会メン

バーによる会議が行われ、冒頭、会の名称として、

「なでしこ設備会」に決定しました。

また、会長には、坂本明子氏（ダイダン㈱）、

副会長には、脇寿美氏（㈱三晃空調）が選出され

ました。

更に、今後の進め方や活動等について、議論が

行われました。

会としては、発足時は13名からスタートし、順

次、メンバーを増やしていくこととし、今後の開

催日程としては、原則として、年４回、第２水曜

日の午後３時半から、新トヤマビル３階会議室で

開催することとしております。

今後の活動としては、研修会、見学会、体験型

イベントへの参加等、幅広い活動に取り組んでい

くこととしております。また、協会の様々な行事

にも積極的に参加することで、会員同士の交流促

進にも寄与していきたいとしております。

今後の活躍が大いに期待されるところです。

「なでしこ設備会」が発足（令和３年７月）

なでしこ設備会発足会の模様
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□ 新型コロナウイルスの“いま”についての知識（厚生労働省ＨＰより抜粋）
Ｑ１　現在、日本で接種できる新型コロナワクチンはどのようなワクチンですか。接種は

どの程度進んでいますか。

Ａ１ ○ワクチンと接種対象者

＜初回（１回目・２回目）接種＞
12月１日現在、国内では、ファイザー社、武田/モデルナ社、及びアストラゼネ
カ社の３つのワクチンが接種されています。メッセンジャーRNAワクチンであ
るファイザー社と武田/モデルナ社のワクチンは、12歳以上の方が接種の対象で
す。ウイルスベクターワクチンであるアストラゼネカ社のワクチンは、原則、40
歳以上の方が接種の対象（※１）です。

※１　18歳以上の方も接種を受けることが可能な場合があります。

＜追加（３回目）接種＞
12月１日より、２回目の接種を完了した日から、原則８か月以上経過した方を対
象に追加接種が開始されています。現時点では、薬事承認されているファイザー
社のワクチンを18歳以上の方に接種します。
○ワクチンの有効性について

新型コロナウイルス感染症を予防する効果があります。接種を受けた人が受けて
いない人よりも、新型コロナウイルス感染症を発症した（熱が出たり、せきが出
たりすること）人が少ないということがわかっています。（発症予防効果は約70
～95％（※２）と報告されています。）また、感染や重症化を予防する効果も確認さ
れています。

※２　コミナティ、COVID-19ワクチンモデルナ、バキスゼブリア添付文書より

○ワクチンの安全性について

接種後に注射した部分の痛み、疲労、頭痛などが接種した人の50％以上、筋肉や
関節の痛み、寒気、下痢、発熱などが10％以上に見られると報告されています。
こうした症状の大部分は数日以内に回復しています。

Ｑ２　新型コロナウイルスの変異について教えてください。

Ａ２　一般的にウイルスは増殖・流行を繰り返す中で少しずつ変異していくものであり、
新型コロナウイルスも約２週間で一か所程度の速度で変異していると考えられてい
ます。現在、B.1.1.529系統の変異株（オミクロン株）が世界各地で確認されてお
り、こうした新たな変異株に対して警戒を強めていく必要があります。
厚生労働省では、新型コロナウイルスのゲノムを解析し、変異の状況を監視してい
ます。現在、国内外では、B.1.617.2　系統の変異株（デルタ株）が占めている状

新型コロナに関する各種情報
その４
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況です。
また、世界保健機関（WHO）や専門家とも情報交換を行い、こうした変異の分
析・評価を行うとともに、国内の監視体制を強化しています。また、変異株事例が
確認された場合には、検査や積極的疫学調査を強化して、感染拡大防止に取り組ん
でいます。
個人の基本的な感染予防対策は、変異株であっても、３密（密集・密接・密閉）や
特にリスクの高い５つの場面の回避、マスクの適切な着用、こまめな換気、手洗い

などが有効です。
国民の皆様には、これまで以上に感染予防対策の徹底へのご協力をお願いいたしま
す。
なお、変異株についての最新の情報は、厚生労働省ホームページ新型コロナウイル
ス感染症対策アドバイザリーボードの資料をご覧ください。

■新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボードの資料等（第46回～）
　 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00294.html

出典：厚生労働省ホームページ
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開 催 日 行　　　　　　事 場　　　　所

４月６日（水）
　　７日（木）

新入社員研修 エ ル ・ お お さ か

５月12日（木） 当協会第49回定時総会 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル

８月20日（土） 第12回配管技能コンテスト 大阪府立東大阪高等職業技術専門校

○今後の行事予定

※新型コロナウイルスの感染拡大の状況により、中止となる場合があります。

広報委員会では、年２回発行の機関誌「大空衛」の表紙写真につきましては、建築物を中心と

したまちなみ等をモチーフとした写真を、会員及び賛助会員の皆様から募集したいと存じます。

つきましては、応募をお考えの方は、事務局（06-6271-0175）までご連絡して下さい。

なお、採用された方には、僅かですが、掲載料をお渡しします。

広報委員会

地球温暖化対策が求められる中、空調衛生設備へのニーズは、変化・拡大しております。

特に、「脱炭素社会」という新たな分野への取り組みは、当協会と各メーカー、代理店の皆様

と連携した研究開発が重要となってまいります。このような状況を踏まえ、当協会では賛助会員

の募集を行っております。

賛助会員として入会されますと、当協会において新技術、新商品の発表の場が持てるとともに、

新年交礼会や総会後の懇親会などの交流の場にご参加いただけます。

多くのメーカー、代理店各位のご入会をお待ちしております。

賛助会費　　１社月額4,000円

会費納入　　入会年度の会費は入会月から翌年３月末までの期間分を入会時に納入

　　　　　　（4,000円×３月までの月数）

　　　　　　以後は年額（48,000円）を下記半期と下半期に分け、上半期は６月末

　　　　　　下半期は12月末に納入

入会手続　　協会事務局までご連絡下さい。入会申込書を送付します。

機関誌「大空衛」の表紙写真の募集

○賛助会員募集のご案内
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２０２２年

会　　　社　　　名 代表者氏名

赤 井 設 備 工 業 ㈱ 上田　訓司
㈱ 朝 日 工 業 社 大 阪 支 社 西岡　　毅
㈱ 上 杉 工 業 上杉　嘉邦
浦 安 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 屋敷　直幸
㈱ 江 坂 設 備 工 業 中村　昭一
エ ル ゴ テ ッ ク ㈱ 西 日 本 支 店 髙木　　登
オ ー デ ィ ー エ ー ㈱ 織田　幸子
㈱ 大 阪 城 口 研 究 所 城口　俊雄
鳳 工 業 ㈱ 齊藤　久克
奥 田 商 工 ㈱ 奥田　康雅
影 近 設 備 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 東野　大輔
川 崎 設 備 工 業 ㈱ 西 部 支 社 田中　正義
川 惣 電 機 工 業 ㈱ 昆沙賀正道
川 本 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 柴尾慎一郎
木 村 工 業 ㈱ 木村　之彦
協 伸 工 業 ㈱ 森岡　由智
㈱ 共 進 社 工 業 所 山内　曻平
享 和 設 備 ㈱ 竹本　和正
ク ウ ケ ン ㈱ 杉本　知紀
九 櫻 設 備 工 業 ㈱ 髙安　秀幸
㈱ ク ド ウ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 田浦　明敏
㈱ ケ ン シ ョ ウ 熱田　敏広
五 建 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 安田　　実
三 機 工 業 ㈱ 関 西 支 社 白木　博之
三 建 設 備 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 後藤　逸文
㈱ 三 晃 空 調 大 阪 本 店 緒方　啓一
三 神 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 八坂　巖男
三 宝 電 機 ㈱ 井上　清人
㈱ 三 冷 社 西 日 本 支 社 金子　達哉
㈱ JR 西日本テクシア大阪支店 村上　茂夫
敷 島 煖 房 工 業 ㈱ 土橋　誠二

会　　　社　　　名 代表者氏名

四 國 機 械 設 備 ㈱ 曽我　幸二
島 設 備 工 業 ㈱ 井上　暎夫
主 計 管 工 ㈱ 中井　主蔵
城 陽 ダ イ キ ン 空 調 ㈱ 竹下　洋文
㈱ 城 口 研 究 所 関 西 支 店 前田　史郎
新 日 本 空 調 ㈱ 大 阪 支 店 上杉　晴一
新 菱 冷 熱 工 業 ㈱ 大 阪 支 社 江木　　毅
須 賀 工 業 ㈱ 大 阪 支 社 福原　保豊
㈱　　 精 研 上野　俊信
㈱ 千 里 技 研 山田　正人
第 一 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 瀧内　秀一
第 一 設 備 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 中村　秀樹
大 貴 設 備 ㈱ 田窪大五郎
ダ イ ク ウ ㈱ 中村　淳一
大 晃 設 備 ㈱ 樋上　雅一
大 成 温 調 ㈱ 大 阪 支 店 喜田　孝宏
ダ イ ダ ン ㈱ 大 阪 本 社 池田　隆之
大 熱 工 業 ㈱ 藪本　繁明
高 砂 熱 学 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 山本　一人
㈱ タ カ ネ ツ 髙木　　優
㈱ 竹 本 設 備 竹本　太郎
田 丸 産 業 ㈱ 堀田　高志
㈱ テ ク ノ 菱 和 大 阪 支 店 鈴木　俊夫
東 洋 工 業 ㈱ 谷本賢太郎
東 洋 熱 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 竹田　法正
西 川 設 備 工 業 ㈱ 関田　一也
㈱　　　　　　 錦 廣田　典子
㈱ 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 本 店 髙島　良一
㈱ 日 設 関 西 支 店 古橋　誠治
日 本 管 工 業 ㈱ 大 阪 営 業 所 小野　直人
日 本 フ ァ シ リ オ ㈱ 大 阪 本 店 植谷　信之

一般社団法人　大阪空気調和衛生工業協会会員（77社）
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会　　　社　　　名 代表者氏名

日 本 メ ッ ク ス ㈱ 関 西 支 店 谷島　錦吾
㈲ 原 設 備 原　　良一
日 比 谷 総 合 設 備 ㈱ 関 西 支 店 荒井　泰徳
㈱ 一 二 三 工 業 所 一二　健夫
㈱ 不 二 設 備 工 業 所 水田　幸宏
不 二 熱 学 工 業 ㈱ 近藤　康之
富 士 古 河 E ＆ C ㈱ 西 日 本 支 社 野﨑　　潤
㈱ 北 祥 澤村　幸雄
㈱ 前 田 商 会 前田　隆司

会　　　社　　　名 代表者氏名

㈱ マ サ キ 設 備 正木　康晴
丸 住　　 ㈱ 吉田　博子
美 和 設 備 工 業 ㈱ 栢瀬　秀樹
柳 生 設 備 ㈱ 福地　文雄
山 田 工 業 ㈱ 浅尾　洋光
若 林 設 備 工 業 ㈱ 若林　　豊

会　　社　　名 代表者氏名
朝 日 機 器 ㈱ 大 阪 支 店 加藤　淳一
アズビル㈱ビルシステムカンパニー関西支社 武田　知行
ア ル フ ァ・ ラ バ ル ㈱ 大 阪 支 社 竹次　裕佑
安 藤　　 ㈱ 安藤　康雄
イ シ グ ロ ㈱ 西 日 本 営 業 本 部 大杉　正哉
因 幡 電 機 産 業 ㈱ 山田　剛志
井 下 機 器 ㈱ 井下　光泰
荏 原 実 業 ㈱ 関 西 営 業 所 綿谷　龍一
㈱ 荏 原 製 作 所 西 大 阪 支 店 濱　　輝明
㈱ オ ー ケ ー エ ム 大 阪 支 店 野曽原康夫
オ ー ケ ー 器 材 ㈱ 山田　進一
㈱ 大 岩 マ シ ナ リ ー 関 西 支 社 木下　益男
㈱ カ ナ デ ン 関 西 支 社 守屋　　太
川 重 冷 熱 工 業 ㈱ 西 日 本 支 社 島田　洋一
㈱ 川 本 製 作 所 大 阪 支 店 三木　久雄
キタックスエンジニアリング㈱ 西本　智彦
木 村 工 機 ㈱ 大 阪 営 業 本 部 登尾　公彦
協 立 エ ア テ ッ ク ㈱ 大 阪 支 店 津田　　勇
空 研 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 秦　　利治
㈱ 古 島 大 阪 支 店 藤井　良夫
㈱ コ ス タ コ ー ポ レ ー シ ョ ン 逸見　克孝
三 和 鋼 管 ㈱ 大 阪 営 業 所 藤井　洋央
ジョンソンコントロールズ㈱大阪支店 小玉　尚文
新 晃 工 業 ㈱ 大 阪 支 社 三輪　隆康
㈱ 振 興 社 設 営 藤井　信夫
新 日 本 美 風 ㈱ 木下　浩之
シ ン テ ッ ク ㈱ 大 阪 営 業 所 田村　周治
ス パ イ ダ ー プ ラ ス ㈱ 野田　隆正
住 友 商 事 マ シ ネ ッ ク ス ㈱ 福元　寿哉
㈱ ソ エ ダ 関 西 支 店 小山　尚郎
タイヨージョイント㈱大阪営業所 後藤亮太郎
㈱ ダ イ キ ア ク シ ス 大 阪 支 店 亀尾　聖二
㈱　　 大 和 岩佐　和清

会　　社　　名 代表者氏名
高 井 水 栓 ㈱ 髙井　　徹
タ カ ラ 通 商 ㈱ 川西　雅裕
㈱ 多 久 製 作 所 古川　悠樹
㈱ タ ブ チ DS 本 部 大 阪 特 販 部 下玉利　誠
テ ラ ル ㈱ 大 阪 支 店 若林　　聡
東 西 化 学 産 業 ㈱ 大 阪 本 社 河野眞一郎
東 テ ク ㈱ 大 阪 支 店 糸満　睦夫
Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ㈱ 吉田　伸典
Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 関 西 販 売 ㈱ 松尾　真也
東 洋 バ ル ヴ ㈱ 大 阪 営 業 所 岡﨑　大輔
㈱ニシテック ビルシステム事業部 藪川　洋一
ニ ッ ケ イ ㈱ 大 阪 営 業 所 田中　　広
日 製 電 機 ㈱ 大 阪 支 社 桂井　善章
ニ ッ タ ㈱ 鈴木　弘樹
日 本 電 技 ㈱ 大 阪 支 店 高見　裕一
日 本 水 処 理 工 業 ㈱ 川西　昌史
㈱ 日 阪 製 作 所 大森　輝博
日 比 谷 通 商 ㈱ 関 西 支 店 芝口　　薫
㈱　　 扶 洋 横田　好明
㈱ ベ ル テ ク ノ 大 阪 支 店 和田　修治
北 勢 工 業 ㈱ 北山　秀晴
三菱電機冷熱機器販売㈱関西支社 野村　真一
森 松 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 堤　　由幸
山 内 商 事 ㈱ 山内　雅也
㈱大和バルブ西日本統括支店 荒井　茂幸
ヤ マ ト ヨ 産 業 ㈱ 本 社 大野　賢二
ヤンマーエネルギーシステム㈱大阪支社 岡森　年彦
ユ ア サ 商 事 ㈱ 関 西 支 社 礒端　　潔
㈱ ユ ニ ッ ク ス 大 阪 営 業 所 山本　秀治
㈱ヨシタケ 建築設備営業部西部エリア 岡馬　大輔
㈱LIXIL LWTJ　関西設備プロジェクト支店 金岡　寛之
菱 電 商 事 ㈱ 西 日 本 支 社 吉田　智昭
リ ン ナ イ ㈱ 大 阪 支 店 児玉　宅央

賛　助　会　員 （66社）
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私事であるが、転勤で大阪に来て半年が過ぎ、
コロナも落ち着いてきて最近は行動範囲も広がった。
健康には、歩くことが一番だと思い、休日に京
都、奈良と出かけ２万歩以上を目標にマイペース
で散策している。
寺社仏閣をめぐり歩くと身近に歴史、文化、自
然を触れる事ができる大阪は素晴らしい環境の場
所だと改めて感じている。
先日、修学旅行以来42年ぶりに清水寺に出かけ
た。紅葉の美しさに感動しながら、近いうちにこ
こで令和３年の一文字が発表されるなと考えていた。
発表された令和３年の一文字は「金」と聞いて、
まわりは景気が良いのかなぁ？と思ったら、東京
オリンピックの金との事。
今年は北京で冬季オリンピックが開催されるが、
ボイコットやオミクロン株拡大の兆しなどがあり、
水を差されたような状況だが、日本選手の金メダ
ル獲得で盛り上がりを期待している。
会員皆様、本年も健康維持し元気にいきましょう。

（Ｈ .Ｈ）

今年のお正月はどの様に過ごされていましたで
しょうか？
元日、例年なら営業されているスーパーも、働
き方改革の影響か、お正月休みとされている所が
多く、お店が閉まっていたのでほんの少しだけ昭
和の雰囲気を感じました。
さて、今年はどんな年となるのか、ある経済学
者が話していたことの受け売りですが、キーワー
ドは「メタバース」とのことです。メタバースと
は「メタ（超）」と「ユニバース（宇宙、巨大な
空間）」を組み合わせた造語で、インターネット
上に作られた三次元の仮想空間のことです。この
空間内でアバター（自分の分身）を操作して、現
実世界と同じような経済活動や交流をすることが

可能となるものです。
これから益々バーチャル（仮想）に関する技術
が進化していくと思いますが、私たちはリアル（現
実）とバーチャル（仮想）を使い分け、生活して
いく必要がありそうですね！
まるでＳＦ映画のように……

（Ａ .Ｈ）

新型コロナウイルス感染が国内で初めて確認さ
れてから早２年が過ぎ、コロナ禍による非日常が
日常になりつつあります。
出勤日の日常の昼食時の風景を紹介します。
行きつけの食堂に行くと、先ずアルコールで手指
を消毒。間仕切り板が設置してあるカウンターに着
席し、注文。その間、マスクのまま無言。食膳がき
てマスクを外し、黙食。食べ終わってマスク着用し、
レジで会計を済まし、またアルコール消毒し、店
を後にします。大体、この繰り返しの日常です。
マスクを着用せずに気軽に存分に会話のできた
日々が懐かしく感じられるこの頃です。
一方、新たな変異株が徐々に増えつつある中で、
３回目のワクチン接種が医療従事者、高齢者を先
行して精力的に進められております。
ＷＨＯ（世界保健機構）によれば、世界人口の
７割以上が接種を終えれば、集団免疫が獲得でき
るとしていますが、収束への道のりは遠いのでは
ないでしょうか。
まだまだ、マスク着用、手洗い・うがい、「三密」
回避等の生活が続きそうです。
本年もどうぞよろしくお願いします。

（Ｓ .Ｈ）
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